
衛生委員会議事録 
 

開催日：2025 年 1 月 7 日（火）13:00～13:27 

 

 報告事項 状況詳細と対策計画について 

労

働

災

害 

通勤災害発生件数：0 件 

業務災害発生件数：0 件 

特になし 

過

重

労

働 

時間外労働/月平均：5.15 時間 

時間外労働/月 100 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 80 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 45 間以上該当者数：0 人 

特になし 

職

場

巡

視 

・ロッカーの上の落下物の有無 

・休憩室の清潔 確認 

・レンタサイクル小屋周辺落雪状況 確認 

・センター付近・駐車場 落雪状況 

除雪状況 

駐車場内看板 

・第 3 駐車場：駐車場内点検 

除雪状況 確認 

問題なし 

一部棚の整頓を実施 

定期巡回実施、落雪箇所にコーンの設置 

雪庇が落下しそうな箇所にバリケード設置 

除雪後の進入禁止のバリケード戻し忘れ 

設置看板の見え方、設置箇所の確認 

看板の修復、設置 

問題なし 

そ

の

他 

定期健康診断：通年実施 

 

1/7 から雪のレクリエーション開始となった

（スノーモービル、バナナボードなど使用） 

衛

生

講

話 

下記について委員会内で確認を行った。 

全従業員にも周知することにより、社内の安全衛生向上に努める。 

 

【テーマ：転倒災害と応急処置について】 

職場での転倒により休業（４日以上）となってしまう「転倒災害」が多発しており、労

働災害（休業４日以上の死傷災害）全体の４分の１を占めている。 

実際に業務中に転倒してしまったこと、転倒しそうになったことはないか確認。 

・外での積雪に伴う転倒あり 

 

職場内で転倒に繋がる危険個所をリストアップした。 

・ホール内、外から雪が入り込むことにより、転倒の恐れあり 

・扉の下の段差につまづく可能性あり 
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・ 

転倒しないためのポイントは以下の通り。 

・時間に余裕のある行動 

・転倒を予防するための教育、研修の実施 

・職場環境の整備 など 

・特に雪道 滑りにくい靴を履く、両手をいつ転倒しても良いように使えるようにして

おく。 

転倒してしまった時に下記の症状があれば骨折を疑う。 

 痛みが激しく、冷や汗がでたり、少し触れるだけでも飛び上がるほどの痛みがあ

る 

 まわりに皮下出血があり腫れている 

 痛くて動かすことが出来ない 

 触ると骨がくずれていることがわかる 

 折れた骨がすれてコツコツ音がする 

 変形したり、くぼんだりしている 

 

骨折を疑う時には 

1.無理に動かさずに、その場で応急処置を行う。 

2.骨が出ている場合には、その上に清潔なガーゼか布を当て、シーツなどでくるむ。 

3.出血している場合には、傷口から心臓に近い動脈を指などで押さえる（間接圧迫止血

法）。 

4.骨折した箇所が動かないように、上下の関節まで届く長さの添え木をして固定する。 

 添え木は、板、棒、ダンボール、週刊誌、座布団など、様々なもので代用可能。 

 

頭を打ってしまい以下の症状がある場合には、すぐに救急車を呼ぶこと。 

 意識がない、または意識がもうろうとしている 

 めまいがする、おう吐や吐き気がある 

 手足に力が入らない、しびれがある、歩けない 

 頭を打ったことを覚えていない、日付や場所が分からない 

 痙攣している、おかしな発言がある、呼びかけへの反応が悪い 

 眼が見えにくかったり、二重に見える 

 頭が痛い、頭や耳からの出血や鼻血がある 

 

頭部を打った際の応急処置のポイント 

 頸部を動かさないようにして、安全な場所に移動し、仰向けにする。嘔吐している

場合には横向きにする。 

 出血している場合には、乾いたタオルなどで圧迫して止血する。 

140



 頸椎を損傷している場合もあるため身体をゆすったり、必要以上に無理に動かさな

いようにする。 

 対象者から目を離さないようにする。 

 呼吸がなくなってしまったときには、心臓マッサージや AED の使用が出来るよ

う、周囲の人へ助けを求めて準備しておく。 

  

転倒を予防するために行っていること、転倒してしまった時のために備えていることを

確認した。 

・滑りにくくするために砂箱に準備されている砂をまく 

・車の荷重を重くしてすべりにくくする 

・救急箱の準備と点検をして、いつでも使用できるようにしている 

・休日も救急病院を把握しておき、来客にも案内できるように準備している 

 

           

 

次回開催日：  2025 年 2 月 4 日（火） 13:00～予定 

議事録作成者： 産業看護職 関 
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衛生委員会議事録 
 

開催日：2025 年 2 月 4 日（火）13:00～13:20 

 

 報告事項 状況詳細と対策計画について 

労

働

災

害 

通勤災害発生件数：0 件 

業務災害発生件数：0 件 

特になし 

 

過

重

労

働 

時間外労働/月平均：3.65 時間 

時間外労働/月 100 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 80 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 45 時間以上該当者数：0 人 

特になし 

 

職

場

巡

視 

・家畜舎：除雪状況・看板の雪除去 

利用案内看板設置 

・家畜舎：家畜舎屋根の積雪状況 

センター前落雪状況 

 

・センター付近：除雪状況 

危険個所点検 

・センター付近・駐車場：落雪状況、除雪状

況 確認 

・センター前：駐車場内点検 

除雪状況 

園路状況 確認 

 

そり山利用の注意看板設置 

高所作業車にて積雪除去（馬そり

通路の確保） 

落雪予想箇所にバリケード設置 

センター正面・駐車場裏階段整備

と砂撒き（転倒防止） 

暖気によりセンター裏落雪あり 

バリケードで進入制限 

看板の修復、設置 

問題なし 

凍結路面箇所に、滑り止めの砂撒

き 

そ

の

他 

定期健康診断：通年実施  

 

寒さが厳しく積雪が増え、毎日雪

かきを実施している状況。 

衛

生

講

話 

下記について委員会内で確認を行った。 

全従業員にも周知することにより、社内の安全衛生向上に努める。 

 

【テーマ：腰痛対策】 

 

「腰痛」とは疾患（病気）の名前ではなく、腰部を主とした痛みやはりなどの不

快感といった症状の総称。 
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・日常生活からの原因 

① 長時間同じ姿勢でいることによる筋肉の緊張 

腰の筋肉が緊張して、時間の経過とともに筋肉が疲労し、血行が悪くなることで

腰に痛みが起こる。 

② 運動不足、筋肉退化による筋力低下 

腰の周りにある大腰筋や大殿筋、中殿筋の筋力が衰えると、腰椎に負担がかか

り、腰痛を引き起こす。 

③ 過剰な動きや無理な負担 

過度の運動によっては腰痛を引き起こします。また、腰に無理な力がかかるよう

な動作を行うと、ぎっくり腰など急性の腰痛を招くことがある。 

④ 腰痛の原因となる主な疾患 

代表的なのは、ぎっくり腰、椎間板ヘルニアです。他にも、脊椎分離症や、すべ

り症、腰部変形性脊椎症、腰部脊柱管狭窄症、骨粗鬆症も腰痛を引き起こす。 

 

・日常生活でできる予防 

① 姿勢に気をつける 

いすには深く座り、背骨を伸ばし、膝、足首が 90 度になるように高さを調節する

など、姿勢に気を配る。 

② 腹筋と背筋を鍛える 

日頃から、腹筋と背筋を鍛える運動を心がけましょう。ただし、腰の痛みがある

ときは決して無理をしないことが大切。 

③ 靴の選び方やバッグの持ち方に注意する 

ヒールの高い靴や厚底靴を避け、かかとが低く安定性のある靴を選びましょう。

バッグを片手で持つときは、こまめに左右持ち替えるとよい。 

④ 重いものを力任せに持ち上げない 

何かを持ち上げるときは、中腰で力を入れたり、腕の力だけで持ち上げたりせず

に、しゃがみ込むように腰を落としてゆっくり持ち上げるように心がけることが

大切。 

・積雪のため、毎日雪かきを実施している。腰痛予防のため、ストレッチ、準備

運動の実施をご案内。実施している方もおられた。 

雪かきの際には、腰に負担がかかりにくくなるように膝を使うことが必要とお話

があった。 

 

次回開催日： 2025 年 3 月 4 日（火） 13:00～予定    

議事録作成者： 産業看護職 関 
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衛生委員会議事録 
 

開催日：2025 年 3 月 4 日（火）13:01～13:20 

 

 報告事項 状況詳細と対策計画について 

労

働

災

害 

通勤災害発生件数：0 件 

業務災害発生件数：0 件 

特になし 

過

重

労

働 

時間外労働/月平均：9 時間 

時間外労働/月 100 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 80 時間以上該当者数：0 人 

時間外労働/月 45 間以上該当者数：0 人 

特になし 

職

場

巡

視 

・園内：落雪状況 

 

駐車場の白線 確認 

・園内：落雪状況 

 

除雪状況 

駐車場の白線 確認 

・園内：落雪状況・ 

 

駐車場看板 確認 

・園内：落雪、屋根の落下状況・ 

 

駐車場内の看板 確認 

・センターハウス正面と裏の落雪危険個

所にコーンと進入禁止のバリケード設置 

・駐車スペースの赤線引き 

・センターハウス裏の落雪危険個所に進

入禁止のバリケード設置 

・問題なし 

・駐車スペースの赤線引き 

・暖気によりセンター正面落雪あり。バ

リケードで進入制限 

・設置看板の見え方、設置箇所の確認 

・センターハウス正面と裏の落雪・落下

危険個所に進入禁止のバリケード設置 

・設置看板の見え方、設置個所の確認 

そ

の

他 

定期健康診断：通年実施 

 

 

特になし 

衛

生

講

話 

下記について委員会内で確認を行った。 

全従業員にも周知することにより、社内の安全衛生向上に努める。 

 

【テーマ：ヒートショックについて】 

□ヒートショックとは：温度変化により血圧が急上昇、急下降 し、血管や心臓に大きな負担

がかかることにより意識消失、心筋梗塞、脳梗塞心臓や血管の疾患が起こること。（意識が

なくなることで、溺水につながる） 

・推計 19,000 人（2018 年のデータ）が亡くなっていると言われ、交通事故による死亡者の 3

倍といわれている 

・ 寒い脱衣所で血圧が急上昇→衣服を脱ぎ、浴室へ入るとさらに血圧は 急上昇→急に身体が
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温まり、血圧が急下降 浴室内では溺水につながる可能性がある  

・寒いトイレも気温差や排便による血圧の上下によりヒートショックが起こりやすい 

11 月から 2 月までの寒い時期がヒートショックの好発時期 

 

□ヒートショックになりやすい人 

・65 歳以上である  

・高血圧、糖尿病、動脈硬化がある  

・肥満、睡眠時無呼吸症候群、不整脈がある  

・浴室に暖房設備がない  

・一番風呂が好き  

・42℃以上の熱い風呂が好き  

・飲酒後にお風呂に入ることがある  

・30 分以上お湯に浸かっている 

 

□予防のポイント 

①脱衣所と浴室を温める 

②お風呂の温度は低めに設定 38～40℃が望ましい、湯につかる時間は 10 分までを目安 

③ゆっくりとお風呂から出る  

・急に立ち上がるとめまいや失神を起こすことがあるため、ゆっくり立ち上がる 

・降圧剤内服中、元々低血圧の方も注意が必要 

・飲酒後は血圧下がるため、飲酒後の入浴は避ける 

④入浴前に同居家族にひと声かける 

 

           

 

次回開催日： 2025 年 4 月 1 日(火) 13:00～予定 

議事録作成者： 産業看護職 関 
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2024年 2023年 2024年 2023年 2024年 2023年
実施日数 実施日数 参加人数 参加人数 体験料金 体験料金

4月 0 0 0 0 0 0

5月 21 18 1,801 2,593 688,220 608,130

6月 6 25 1,269 2,304 138,400 563,000

7月 24 24 7,964 7,582 1,202,410 875,750

8月 27 24 13,442 9,494 1,989,400 1,419,150

9月 26 22 14,174 9,536 2,236,400 1,434,000

10月 24 21 6,282 6,704 1,363,750 1,122,600

11月 3 5 1,428 3,492 330,510 450,960

合計 131 139 46,360 41,705 7,949,090 6,473,590

対前年度比 94% 111% 123%

「体験農園」収穫体験結果一覧表
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